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１．はじめに

本研究では、教える側（教師）に対する色彩教

育、すなわち教員養成における色彩教育に焦点を

当て、その内容と方法について考察することを目

的としている。

まず前々稿では、教育学部学生へのアンケート

調査をもとに、学校教育で受けてきた色彩の授業

に関する内容、色彩学習と生活との関連、色彩の

基礎知識の理解度について明らかにした。

次に前稿では、小学校図画工作科教科書及び中

学校美術科教科書で取り扱われている色彩に関す

る内容をもとに、教師にとって必要な色彩の基礎

知識について明らかにした。

それらの結果から本稿では、まず教師教育とし

ての色彩教育の視点を明らかにする。そして、そ

れらの視点をもとに、具体的な色彩教育の実践を

提案し、その実践を通して教師教育としての色彩

教育のあり方について考察することが目的であ

る。

２．教師教育としての色彩教育の視点

前稿までの考察結果から、教師教育としての色

彩教育を展開していくうえで重要な視点として、

次に示す３つが考えられる。

(1) 色彩理論（知識的側面）

→教師の資質、力量としての色彩の知識

(2) 色彩表現（感覚的側面）

→教師の資質、力量としての色彩の表現力

(3) 色彩解釈（理解的側面）

→教師の資質、力量としての色彩の解釈力

これらの視点をもとに、次章では具体的な色彩

教育の実践を提案し、その実践結果について考察

してみたい。

３．教師教育としての色彩教育の実践

教師教育としての色彩教育の実践として２つの

事例を提案、実践し、実践前と実践後の色感テス

トの比較結果から「色彩感受性の敏感さ」の変化

について明らかにし、それぞれの実践の有効性に

ついて考察する。

なお、本研究に用いた色感テストは、財団法人

日本色彩研究所監修の色感テストで、色彩感受性

の敏感さと個性の診断を目的としたもので、特に

本研究ではテストＡの判定結果を参考に考察を行

う。テストＡとは、配色感覚の敏感さ、つまり人

間一般に共通する色彩感情の特徴を、どこまで的

確にとらえることができるかを判定するもので、

この能力は、美術やデザインの鑑賞力や表現力の

基礎になっていると考えられる。具体的な方法と

しては、色彩の印象を表すことばと３種類の配色

から成り立っている40枚の配色チャートを見て、

示された印象が強い順に、３種類に配色に順位を

つけ、その正答数によって次のような診断とな

る。

０～13 ： １（低い）

14～21 ： ２（やや低い）

22～29 ： ３（普通）

30～34 ： ４（やや高い）

35～40 ： ５（高い）

なお、テストＡの内容と判定の基準の詳細につ

いては、文末に資料１及び資料２として示した。

(1) 実践Ａ：「基礎造形Ｃ」における実践
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対象：教育学部学生

時間：90分×15回

小学校専門科目で、教師として必要な色彩に関

する基礎知識と技能の習得を目的とした授業実践

で、具体的なプロセスとそれぞれの内容を示すと

次のようになる。

①色感テストの実施（実践前）

②色彩理論（講義）

教師に必要な色彩の基礎知識について、テキ

スト「カラー＆ライフ」を用いた講義形式の授

業で、具体的には次のような内容である。

ａ）色のしくみ

・色の種類と性質

・ＰＣＣＳとは？

・色の明るさ、あざやかさ

・色立体

・トーン

・色の三原色と混色

・色のイメージ、連想

ｂ）配色のルール

・色相やトーンをまとめる

・色相やトーンに差をつける

・別の色を加えて調和させる

ｃ）色の不思議

・色の対比

・色の同化

・色の見え方

・色の視認性と誘目性

③色彩表現

色彩イメージ表現と視覚伝達表現の２種類に

ついての色彩表現である。

ａ）「季節を色で表そう」

春、夏、秋、冬の季節について、それぞれ

のイメージをトーナルカラーを用いて表現す

るもので、具象、抽象、いずれの表現も可と

し、特に色彩イメージや色彩感情効果の理解

を目的とした色彩表現である。

ｂ）「グリーティングカードをつくろう」

カラードフォルムと描画用の色材などを用

いて、飛び出すグリーティングカードをつく

るもので、視覚伝達表現における色彩の役割

やその効果についての理解を目的とした色彩

表現である。

④色感テストの実施（実践後）

受講学生６名に対して、実践の前後に実施し

た色感テストＡの結果を示すと次のようにな

る。

実践前 実践後 得点差

学生Ａ ３２ → ２７ －５

学生Ｂ ３０ → ２９ －１

学生Ｃ ２２ → ２６ ＋４

学生Ｄ ３０ → ３４ ＋４

学生Ｅ ２７ → ２９ ＋２

学生Ｆ ３１ → ２９ －２

上記の結果から、得点が上昇したものが３名、

下降したものが３名である。

特に学生Ａは５ポイントも下降している。ま

た、学生Ｄは実践前にもかなり高い数値を示して

いたにもかかわらず、実践後にはさらに上昇して

いることから、この学生については本実践の有効

性が認められるようである。しかしながら、学生

により個人差が見られたことや上昇の度合などか

ら、本実践が「配色感覚の敏感さ」を高める上で

有効な実践であるかは判断しがたい面もある。

(2) 実践Ｂ：「色彩演習」における実践

対象：教育学部美術専修学生

時間：60分×12回＋自主的な演習

美術科学生を対象に実施した学生の自主的な色

彩学習であり、色彩に関する専門的な知識と技能

の習得を目的とした授業実践で、具体的なプロセ

スとそれぞれの内容を示すと次のようになる。

①色感テストの実施（実践前）

②色彩理論（講義）

色彩の基礎理論について、テキスト「Test in
Color Coordination３」を用いた講義形式の授業

で、具体的には次のような内容である。

ａ）色彩と生活

・色彩の働き

ｂ）色の表示

・色の三属性と色立体

・マンセル表色系

・ＰＣＣＳ

・色名

・慣用色名
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ｃ）光と色

・光と色

・照明

・混色

ｄ）色彩心理

・色の心理的効果

・色の持つ視覚効果

ｅ）色彩調和

・配色の基本的な考え方

・色相を手がかりにした配色

・トーンを手がかりにした配色

・明度を手がかりにした配色

・彩度を手がかりにした配色

・配色の基本的な用語

③色彩表現

次に示すような内容について、カラーカード

を貼って配色事例を作成する演習である。

ａ）色相を手がかりにした配色

・色相に共通性がある配色

・色相にやや違いがある配色

・色相に対照性がある配色

ｂ）トーンを手がかりにした配色

・トーン共通の配色

・トーン対照の配色

ｃ）明度を手がかりにした配色

・同じ明度領域の色を組み合わせた配色

・隣り合った明度領域の色を組み合わせた配

色

・対照的な明度領域の色を組み合わせた配色

ｄ）彩度を手がかりにした配色

・同じ彩度領域の色を組み合わせた配色

・隣り合った彩度領域の色を組み合わせた配

色

・対照的な彩度領域の色を組み合わせた配色

ｅ）配色の基本的な用語

・アクセントカラー

・セパレーション

・グラデーション

・ナチュラル配色

・コンプレックス配色

④色感テストの実施（実践後）

受講学生６名に対して、実践の前後に実施し

た色感テストＡの結果を示すと次のようにな

る。

実践前 実践後 得点差

学生Ｇ ３４ → ３４ ±０

学生Ｈ ２６ → ２４ －２

学生Ｉ １９ → ３３ ＋14

学生Ｊ １７ → １４ －３

学生Ｋ ２９ → ３０ ＋１

学生Ｌ ２９ → ３２ ＋３

上記の結果から、得点が上昇したもの（同点を

含む）が４名、下降したものが２名である。

特に学生Ｉは、14ポイントも上昇していること

から、この学生については本実践の有効性が顕著

に認められるようである。また学生Ｇは高い数値

を維持していることや学生Ｋと学生Ｌが実践後30

点を上回ったことから、本実践の有効性は認めら

れるようである。なお学生Ｊについては、本来か

ら非常に個性的な色彩感覚を持っているようであ

り、むしろその部分が強調されたかたちで現れた

と思われる。

以上の結果から、学生により若干の個人差は見

られたものの、実践後の得点や上昇の度合などか

ら判断して、本実践が「配色感覚の敏感さ」を高

める上では、ある程度有効な実践であると考えら

れる。

４．おわりに

今回実施した２つの実践を比較すると、実践Ａ

よりも実践Ｂの方が「配色感覚の敏感さ」を高め

る上では、有効な実践であると思われる。

そこで、これら２つの実践から導き出された教

師教育としての色彩教育のあり方としては、次の

ような点が考えられる。

・色彩の基礎理論については、講義形式で、ある

程度専門的に行うことが必要である。

・色彩表現については、色彩理論（知識的側面）

を強く意識し、それらを確認していくような演習

的な活動が必要である。

今後は、このような点を取り入れた教師教育と

しての色彩教育の理想的なカリキュラムについて

も、さらに検討していきたいと考えている。

また本稿では、教師教育としての色彩教育の３
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つの視点の中で、特に色彩理論（知識的側面）と

色彩表現（感覚的側面）をもとに考察を試みた。

そこで次稿では、児童、生徒を対象とした色彩教

材の解釈や具体的な授業計画など、色彩指導の実

際について触れながら、色彩解釈（理解的側

面）、つまり教師の資質、力量としての色彩の解

釈力について考察してみたいと思っている。
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資料１
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資料２




